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Ⅰ 組 織 図

１ 全体組織図

企 業 局

経営企画戦略課 課 長 大 久 保 彰

本 局

公 営 企 業 管 理 者 上 田 輝 明 事 業 推 進 課 課 長 河 野 寛

（ 企 業 局 長 ）

副 局 長 中 川 雅 人

施設基盤整備室 室 長 大 森 孝

次 長 生 田 浩 二

（発電・地域貢献担当） 事業所 総合管理推進ｾﾝﾀｰ 所 長 井 内 則 久
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２ 課所別説明

（１）【本 局】経営企画戦略課

ア 組織図 職員総数２５名（内５名兼務）

課 長 副 課 長 総務担当 ３名

大 久 保 彰 山 川 祐 登 係 長 平 井 三 喜 子

経営戦略・地域貢献担当 ６名

課 長 補 佐 迎 義 量

政策調査幹 係 長 石 本 匡 哉

桂 野 孝 係 長 土 肥 奈 穂 子

予算経理担当 ９名(兼務５名)

課 長 補 佐 野 々 瀬 美 江

係 長 笹 本 時 代

係 長 元 木 晃

管財担当 ４名

課 長 補 佐 園 元 良 典

主査兼係長 木 村 絵 理
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イ 事務分掌

課 長 大 久 保 彰

政策調査幹 桂 野 孝

副 課 長 山 川 祐 登

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

総 務 担 当 １ 人事及び給与管理に関すること 係 長 平 井 三 喜 子

２ 職員の福利厚生に関すること

３ 法令審査及び局例規の整備に関すること

４ 情報公開に関すること

経営戦略・地域 １ 経営計画の進行管理に関すること 課 長 補 佐 迎 義 量

貢献担当 ２ 工業用水道事業の経営に関すること 係 長 石 本 匡 哉

３ 土地造成事業の経営に関すること 係 長 土 肥 奈 穂 子

４ 駐車場事業の経営に関すること

予算経理担当 １ 予算の編成及び決算事務に関すること 課 長 補 佐 野 々 瀬 美 江

２ 資金関係に関すること 係 長 笹 本 時 代

３ 出納事務に関すること 係 長 元 木 晃

４ 企業会計事務に関すること

管 財 担 当 １ 建設工事等の入札及び契約に関すること 課 長 補 佐 園 元 良 典

２ 資産の取得、管理及び処分に関すること 主査兼係長 木 村 絵 理

３ 物品の購入、修繕及び保管に関すること

４ 公舎の管理及び貸付に関すること

５ 局有車両管理に関すること
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（２）【本 局】事業推進課

ア 組織図 職員総数２０名

課 長 副 課 長 給電・経営担当 ４名

河 野 寛 酒 巻 秀 幸 課 長 補 佐 西 條 功 一

主査兼係長 環 智 和

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ事業化担当室長 施設管理担当 ２名

山 添 浩 二 課 長 補 佐 谷 孝 彦

係 長 佐 野 友 則

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ事業化担当 ３名

主査兼係長 矢 野 大 介

施設基盤整備室長 施設基盤整備担当 ７名

大 森 孝 室 長 補 佐 大 浦 祥 司

室 長 補 佐 師 毅

主査兼係長 大 山 芳 彦

主査兼係長 髙 田 洋 司

主査兼係長 内 藤 篤 志

主査兼係長 松 崎 功
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イ 事務分掌
課 長 河 野 寛

施設基盤整備室長 大 森 孝

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ事業化担当室長 山 添 浩 二

副 課 長 酒 巻 秀 幸

（事業推進課）

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

給電・経営担当 １ 電気事業の経営に関すること 課 長 補 佐 西 條 功 一

２ 電力受給契約及び関係資料の整備に関すること 主査兼係長 環 智 和

施設管理担当 １ 電気及び機械設備の工事計画、調査設計及び施工に 課 長 補 佐 谷 孝 彦

関すること 係 長 佐 野 友 則

２ 電気及び機械設備の維持管理及び改良に関すること

３ 電気工作物保安規程に関すること

自然エネルギー 自然エネルギーに係る調査、普及啓発及び技術支援 主査兼係長 矢 野 大 介

事業化担当 に関すること

（施設基盤整備室）

担 当 名 分 掌 事 務 担 当 者 名

施設基盤整備 土木建築工作物の工事計画、調査設計及び施工に関 室 長 補 佐 大 浦 祥 司

担当 すること 室 長 補 佐 師 毅

主査兼係長 大 山 芳 彦

主査兼係長 髙 田 洋 司

主査兼係長 内 藤 篤 志

主査兼係長 松 崎 功
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（３）【事業所】総合管理推進センター

組織図 職員総数 ６７名

所長 次長 企画総務担当 ７名

井 内 則 久 岸 上 正 幸 課 長 補 佐 山 田 憲 作

主査兼係長 篠 塚 里 美

発電担当 ７名

課 長 川 人 憲 司

課 長 補 佐 近 藤 明

主査兼係長 板 東 秀 安

工業用水担当 ７名

課 長 補 佐 笠 井 学

係 長 白 井 恵 一

係 長 環 由 香

係 長 原 和 弘

正木ダム担当 ３名

課 長 補 佐 福 田 義 治
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運転制御担当 １３名

課 長 上 田 道 彦

課 長 補 佐 新 川 斉

課 長 補 佐 西 岡 真 二

課 長 補 佐 松 原 一 範

主査兼係長 正 瑞 美 徳

主査兼係長 元 木 斉

主査兼係長 湯 浅 愛 一 郎

係 長 江 島 悠 介

係 長 北 村 秀 仁

係 長 水 口 崇

施設保全第一担当 ８名

課 長 来 島 浩 司

主査兼係長 岩 瀬 竜 一

主査兼係長 武 知 勝

施設保全第二担当 ６名

課 長 補 佐 明 石 征 治

係 長 松 本 直 樹
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次長(ダム管理担当) 川口ダム第一担当 ４名

十 川 慎 司 課 長 補 佐 國 久 博 茂

課 長 補 佐 佐 藤 佳 宏

川口ダム第二担当 ９名

課 長 後 藤 長 文

課 長 補 佐 井 上 英 輝

課 長 補 佐 佐 坂 尚 芳

主査兼係長 内 山 博 敏
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Ⅱ　提出予定案件

　１　令和４年度徳島県電気事業会計継続費繰越計算書について

継 続 費 支払義務

発　　生 残　　額

の 総 額 計 (見込)額 損益勘定

留保資金

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

日 野 谷

発 電 所

３ 号 水 車

発 電 機

改 良 事 業

日 野 谷

発 電 所

３ 号 水 車

発 電 機

改 良 事 業

36,956,097 164,173,437 164,173,437 164,173,437

270,610,563 270,610,563

資 本 的
支 出

建 設
改 良 費

254,981,000 137,544,000 63,585,534 201,129,534

461,743,000 310,228,000 76,707,466 386,935,466 116,324,903 270,610,563

翌年度逓次繰越
額に係る繰越を
要するたな卸資
産の購入限度額

款 項 事 業 名
翌 年 度
逓 次
繰 越 額予 算

計 上 額

前 年 度
逓 次
繰 越 額

翌 年 度 逓 次

1 1

1 1

繰 越 額 に 係 る

令 和 ４ 年 度 継 続 費
予 算 現 額

営業収益

財 源 内 訳

事 業
費 用

営 業
費 用
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２　令和４年度徳島県電気事業会計予算繰越計算書について

　地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

円 円 円 円 円 円

1 資 本 的 支 出 1 建 設 改 良 費 既 設 設 備 改 良 工 事 751,519,000 537,706,498 161,678,500 161,678,500 52,134,002

翌 年 度 繰 越 額 に
係る繰越を要する
た な 卸 資 産 の
購 入 限 度 額繰    越    額

左の財源内訳

損益勘定留保資金

事　　業　　名款 項 予 算 計 上 額

先行する工事も含め必要な
工期を確保したため。

等

不    用    額 説        明

支  払  義  務

発    生    額

翌    年    度
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地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

円 円 円 円 円 円

水位低下による影響調査の
結果、解析に必要な地形図
の追加作業に日数を要した
ため。

19,466,000 4,257,000 9,933,000 9,933,000 5,276,000

不    用    額 説        明

翌 年 度 繰 越 額 に
係る繰越を要する
た な 卸 資 産 の
購 入 限 度 額

調査内容が多岐にわたりそ
のための工期を確保したた
め。

新型コロナウィルス感染症
の影響により、本工事に使
用する機器の納入に遅延が
生じたため。

15,563,000 15,562,800 15,562,800 200

6612,201,000 1,320,219 1,320,219880,120明 神 ダ ム
巻 上 機 等 取 替 工 事

川 口 ダ ム 調 整 池
土 砂 移 動 検 討 業 務

日 野 谷 発 電 所
構 築 物 現 状
診 断 業 務

1 事 業 費 用 1 営 業 費 用

発    生    額 繰    越    額 営業収益

支  払  義  務

款 項 事　　業　　名 予 算 計 上 額

翌    年    度 左の財源内訳
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３　令和４年度徳島県工業用水道事業会計予算繰越計算書について

地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

事　業　名 予算計上額 不 用 額 説　　　明

円 円 円 円 円 円 円 円

1 資 本 的 支 出 1 建 設 改 良 費 479,309,000 199,451,369 270,203,952 13,320,000 99,113,000 157,770,952 9,653,679

151,866,000 22,221,679 119,521,040 5,000,000 28,977,360 85,543,680 10,123,281

 翌年度繰越額に係る
繰越を要するたな卸
資産の購入限度額

阿 南 工 業 用 水 道
改 良 工 事

吉野川北岸工業用
水 道 改 良 工 事

関係機関との協議に
不測の日数を要した
ため。

支払義務

発 生 額

翌 年 度

繰 越 額

左の財源内訳

関係機関との協議に
不測の日数を要した
ため。

款 項
国庫補助金 その他収入

損益勘定
留保資金
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地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

事　業　名 予算計上額 不 用 額 説　　　明

円 円 円 円 円 円 円

阿 南 工 業 用 水 道

1 事 業 費 用 1 営 業 費 用 2号主電動機設備内部 24,698,850 9,878,000 14,820,850 14,820,850

点 検 手 入 れ 他 工 事

阿 南 工 業 用 水 道
2 号 送 水 ポ ン プ 設 備 27,201,735 27,201,735 27,201,735
内部点検手入れ工事

2,563,000 632,040 945,363 630,242 315,121 985,597

阿 南 工 業 用 水 道
2 号 電 動 制 水 弁 1,190,000 869,476 869,476 320,524
取 替 工 事

55,773,000 22,308,000 33,462,000 33,462,000 3,000

阿 南 工 業 用 水 道
第 1 地 下 水 送 水 設 備
取水、送水ポンプ盤
取 替 工 事

総 合 管 理 推 進
センター他工業用水道
集中監視制御システム
等 内 部 点 検 工 事

左の財源内訳  翌年度繰越額に係る
繰越を要するたな卸
資産の購入限度額

款 項
その他収入 営業収益

支払義務

発 生 額

翌 年 度

繰 越 額

別途工事との工程調整
の結果、適正工期を確
保するため。

新型コロナウイルス感
染症等の影響により、
納期遅延が生じたた
め。

新型コロナウイルス感
染症等の影響により、
納期遅延が生じたた
め。

新型コロナウイルス感
染症等の影響により、
納期遅延が生じたた
め。

新型コロナウイルス感
染症等の影響により、
納期遅延が生じたた
め。
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